






目的:新生児死亡率が 3 を割り、新生児死亡率・乳児死亡率が世界最低を記録し、もはや

従来の衛生統計上での劇的改善を望むことは難しい状況になっている。このことをふまえ

地域周産期医療システムの評価をするにあたり、毎年発表される新生児死亡率や周産期死

亡率のみを物差しとして判断することは不適切であるとの指摘も多くみられるようになっ

た。そこで人口約 200 万、年間約 2万人の出生の地方における NICU および PICU の効率的

な配置と規模の算定、地域周産期医療システムの効果の判定に用い得る新しい物差しをつ

くることを目的に、群馬県における実態調査を行った。


